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名古屋市周辺の溜池に出現する植物プランクトン (4)オーキスチス属 Oocystis，

パルメロキスチス属 Palmellocystis，その他

国中正明

Tbe plankton algae of “Tame-ike" ponds in tbe suburbs 

of Nagoya， Japan (4) Oocνstis， p，αlmellocystis， etc. 
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Japan (4). Oocystis， Palmellocystic， etc. Jap. J. Phycol. 26: 181-184， 

Occurrence of 10 species of genus Oocystis， 1 species of genus Palmellocystis， 2 species 
of genus Nephrochlamys， 1 species of genus Nephrocytium and 3 species of genus Siderocelis 

are reported from “Tame.ike" ponds in the suburbs of Nagoya. 
Among them， Oocystis granulata HORTOBAGYI， Palmellocystis planctonica KORSCI-IIK.， 

NePhrochlamys willeana (PRINTZ) KORSCHIK.， NePhrocytium varium HOIncBAC;YI， Siderocelis 
ornata FOTT， Siderocelis kolkwitzii Forr and Siderocelis oblonga (NAじ;¥IAN，，) FOTT are 
newly recorded in ]apan. 

Masaaki Tanaka， Aichi Environmental Research Center， Kunikakushi， Tomimoto-

cho， Toyohashi， 440 Japan. 

これまでに名古屋市周辺の潟池5箇所から得た

Crucigenia， Tetrastrum， Chodatella， Lagerheimia， 

Polyedriopsis，及び Tetraedronについて報告した。

今回は Oocystis，Palmellocystis， Nephrochlamys， 

Nephrocytium，及び Siderocelisの出現種について

形態，地理分布，汚水段階の指標性を報告する。

これらの多くは，全国各地の湖沼，溜池，河川等に

普通に産すると思われるが，種の同定が比較的困難で

あるために属レベルで報告されている場合が多く，本

邦産の種については極めて知見に乏しL、。したがって

汚水段階の指標性についても明らかでない種が多く，

指標種とされているものも海外の業績をそのまま当て

たもので，本邦における採集地の環境さらに培養によ

る指原性の再検討が必要であると思われる。

1. Oocystis crassa WITTROCK var. crassa (Figs. 

1， 2) 

細胞は 16.3-30X 12. 2-24 pmの楕円形， 両極節は

顕著である。細胞内には 4-8個の葉緑体を有する。単

独か或いは 2-4個の娘細胞を含む。

ドイツ円アメリカ 2)3)，インドめから知られる。本

邦では苗場山水僻湿原町から報告されている。

2. Oocystis crassa var. Marssonii PRINTZ (Fig. 3) 

細胞は卵円形で 7.5-9μmx4.5-7.5μm，細胞の両

端は肥厚する。

ドイツ1)，インドりからま日られる。

3. Oocystis borgei S:'iOW var. borgei (Fig. 4) 

Syn: Oocystis gigas ARCHER var. borgei LE;¥I-

;¥IER;¥IA:'iN 

細胞は 12.5-14x 9-10. 5μmの卵円形，細胞の両端

は肥厚する。葉緑体は 2-3個のピレノイドを有する。

スウェーデン1〉，インド'i，アメリカ2JU， カナダ，

ニュージーランド町から知られる。本邦では大和部

山可愛知県，山陰地方6) から報告されている。

4. Oocystis granulata HORTOBAGYI var. gra-

nulata (Fig. 5) 

細胞は 7.2-9.5x 4. 8-8. 2μmの卵円形。ピレノイ

ドを持った葉緑体が細胞墜に沿って位置する。細胞は，

21-23.6 x 17. 4-22. 5μmの粒状の母細胞膜によって

包まれる。淡黄色を呈することが多 L、。 HORTO・

BAGYI8)によるハンガリーの標品(大きさ 9.8-14X 

7 -11. 2μm)に比べてかなり小型であった。

ハンガリー町から知られる。日本新産。

5. Oocystis aPiculata W. WEST var. aPiculata 

(Fig. 6) 

細胞は 13.2-18.5X 5. 8-7. 8 pmの細長い精円形。

細胞壁は両端が肥厚する。
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Fig. 1-2. Oocystis crassa 3. Oocystis crassa var. mars sonii 4. Oocystis borgei 5. Oocystis granulata 

6. Oocystis aPiculata 7. Oocystis macγosρora 8. Oocystis parva 9. Oocystis solitaria 10. Oocystis 
pusilla 11. Palmellocystis planctonica 12-13. Nephrochlamys willeana 14-15. Nephrochlamys allantoidea 
16. NePhrocytium varium 17-19. Siderocelis ornata 20. Siderocelis kolkwitzii 21-24. Siderocelis oblonga. 



チロルりから知られる。本邦では大和郡山ηから報

告されている。

6. Oocystis macrospora (TURNER) BRUNN. 

THALER var. macrosρora (Fig. 7) Syn: Hydrocy. 

tium macrospora TURNER 

細胞はやや細f乏し、穣円形で，綱砲壁恰比較的厚く内

に2-4個の娘細胞を包む。両端は顕著に肥厚する。

インドめから知られる。

1. Oocystis仰 rvaW. et G. S. WEST var.ρarva 

(Fig. 8) 

細胞は無色で， 6. 4-9. 2 x 3. 9-6. 8μmの楕円形或

いは太い紡錘型。細胞両端は尖るが癌状に肥厚しない。

葉緑体は 1-3個の板状で，大型のピレノイドを有し，

細胞壁に沿って位置する。細胞は単独のこともあるが

多くは4-8細胞が母細胞膜によって包まれる。今回得

られた材料は， HORTOBAGYIめによるハンガリーの

標品(大きさ 8-12.5x 4-7μm)， PRESCOTT2) によ

るアメリカの標品(大きさ 6-15.6x 4-7. 5μm)に比

べて小型で・あった。

イギリスD，ハンガリー8)， インド4)， アメリカ2)3)

から知られる。本邦では長野県鶏池，大和郡山金魚

池η から報告されている。 HORTOBAGYI4)は r 中腐

水性指標種としている。

8. Oocystis solitaria WITTROCK var. solitaria 

(Fig. 9) 

細胞は l1.5-19.5x7-13.4μmの広楕円形。細胞の

両端は肥厚する。

アメリカ2)め，ドイツ1h スベインヘハンガリーへ

エューギニア3めから知られる。

9. Oocystis pusilla HANSG. var. pusilla (Fig. 10) 

細胞は 6.5-7x3-4μmの楕円形。細胞壁は肥厚し

ない。

ドイツ1h アメリカ2〉S〉，スペイン町10，インドペヵ

ンボディア12)から知られる。本邦では苗場山水辞湿

原5)から報告されている。

10. Oocystis lacustris CHODA T var. lacustris 

細胞は 12.5-26.4x 10. 9-19. 6μmの広楕円形，或

いは太い紡錘形。細胞の両端は肥厚する。葉緑体は1-

数個でピレノイドを欠くこともある。単独であるか或

いは2-4-8細胞が母細胞膜に包まれる。

世界的に広く分布し，本邦でも極く普通に見られる

種であるが今回は非常に少なかった。

11. Palmellocystis planctonica KORSCHIK. var. 

planctonica (Fig. 11) 

細胞は 6.5-8. 8 x 6. 3-8. 7μmのほぼ球型。内に 4-

Tanaka， M.: Plankton from Nagoya 183 

8個の娘細胞を包む。葉緑体は大型のピレノイドを有

する。

ハンガリーめから知られる。日本新産。

12. NePhrochlamys willeana (PRINTZ) KORS・

CHIK. var. willeana (Figs. 12， 13) Syn: Nephro・

cytium Willeanum PRINTZ 

細胞は長さ 7.8-22.3μm，幅 5.5-16μmの三ヶ月

型，或いは馬蹄形で両端は鈍い刺状となる。 Fig.12 

のように細胞背面の中央部が小突起状になるものがあ

る。 HORTOBAGYIめは異常細胞としてハンガリーの

材料から報告しているが，このような形態のものは今

回の材料には約 205'G程度認められた。

ハンガリーめから知られる。日本新産。

13. NePhrochlamys allantoidea KORSCHIK. var. 

allantoidea (Figs. 14， 15) 

細胞は太い紡錘型で僅かに湾曲する。長さ 12-28.5

μm，幅 7.8-11.5μmo HORTOBAGYIのによるインド

の標品(大きさ 11.7-13.5μm，幅 6.5-8μm)に比べ

てかなり大型であった。

インドのから知られる。日本新産。

14. Nephrocytium varium HORTOBAGYI var. 

varium (Fig. 16) 

細胞は 10.2-12x 7.4-8.2μmの卵円形。細胞は壁

肥厚しない。葉緑体はピレノイドを有し細胞壁に沿っ

て位置する。母細胞膜は無色で表面に小さい穎粒を生

じる。

ハンガリーめから知られる。日本新産。

15. Siderocelis ornata FOTT var. ornata (Figs. 

17， 18， 19) 

細胞は 10.2-15.5x 8， 4-12. 4μmの卵円形，細胞壁

は半球状の頼粒によって密に覆われている。 HORTO・

BAGYI的がインドから報告した標品(大きさ 8.8-12x

6-9.5μm)に比べてかなり大型であった。

ハンガリ一円インドのから知られる。日本新産。

16. Siderocelis kolkwitzii FOTT var. kolkwitzii 

(Fig. 20) 

細胞は 6-8.8 x 5. 8-8. 5μmのほぼ球型で淡い褐色

を帯びる。細胞壁は半球状で大きさが不規則な穎粒に

覆われる。葉緑体は細胞膜壁に沿って位置しピレノイ

ドを欠く。

ハンガリ一円インド的から知られる。日本新産。

17. Siderocelis oblonga (NAUMANN) FOTT var. 

oblonga (Figs. 21， 22， 23， 24) 

細胞は1.5-5. 8 x 1. 3-5. 2 pmのほぼ円形。細胞は

淡黄色，或いは淡褐色を帯びる。細胞壁は規則的に配
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列する半球状の頼粒によって覆われる。

ハンガリーめから知られる。日本新産。
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nical Congress)の案内

第13問・国際組物学会議が1981年(昭56年)8月21日

~28~もわたってぞドュー(オースト弓リア)で開催さ

れます。この第10部会一海・淡水植物学の chairman

であるウマズリー教授(アデレード大学植物学教室)

から下記のような案内が当学会に来ています。

OSection 10. Marine and Freshwater Botany. 

部会は全期間中開催の予定。海草，マングロープ，

および藻類学のあらゆるテーマ、について，シンポジウ

ムと一般講演が行われる。提出された論文について，

口頭発表は選択されるが，障りは要旨か全文が出版さ

れる予定。また展示も，ji('，\~る。

下記の Toらか%と Fieldtripsが計画中であるが，

これらおよびそれ以外のものについて，意見や提案が

あったら申し出てほしい。

QTopics (題目)

1) 微細構造、持化学的慨を含払藻類の形態と

分類に叫いての新知見

2) 藻類の有性生殖

3) 藻類群落の構造と動態

4) 熱帯サンゴ礁での藻類の役割

5) 南極藻類学

、6) 海草 (Seagrasses)とその生物学

7) 藻類・海草・マングロープ群落の生産力
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8) 南半球に力点を置いた藻類の生物地理学

，9) 南半球での藻類の利用

10) 珪藻の分類と生物学

11) ラン藻類の分類学的概念

12) 化石藻類

以上の題目は重ならないよう計画されているが，多

少は重なるかも知れなL、。しかし，重なっても希望者

の大多数は参加できるよう計画中である。

OField trips (見学旅行)

1) (会期前)海草とマングロープを含む，大壁礁

(海岸に平行に走るサンゴ礁)であるヘロン島へ

の旅行(7日間)

2) (会期後)オーストラリア固有海産分類群のた

めのメノレポノレンとアデレードへの海岸めぐり

(8日間)

3) 淡ホ生育地へのシドューからメルボルンへの旅

行 (6日) (会期前旅行の予定)

4) 期間中の 1日旅行

(a) C. S. 1. R. 0の Cronullaにある水産・海洋

学部の見学，海草群落見学のためのボート旅

行.

(b) マングロー7¥ 海草および藻類群落のため

の BotanyBayへの旅行.

(c) 海食台 (rockplatform)への旅行.

(d) 淡水生育地への 1乃至数回の旅行.




